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「
児
童
手
当
」
は
、
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
人

の
生
活
の
安
定
と
、
お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。　

支
給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
三
年
生
か
ら

小
学
校
六
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
、
併
せ
て
所
得
制
限
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
現
在
小
学
校

五
・
六
年
生
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
及
び
、

所
得
制
限
で
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
健
康
推
進
課
の

窓
口
で
申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
制
度
改
正
に
よ
り
対
象
児
童

の
支
給
年
齢
が
見
直
さ
れ
、
平
成
十
八
年

四
月
か
ら
、
小
学
校
六
年
生
ま
で
に
拡
大

さ
れ
る
と
と
も
に
、
所
得
制
限
も
緩
和
さ

れ
、
手
当
支
給
の
機
会
が
広
が
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
小
学
校
五
・
六

年
生
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
や

所
得
制
限
で
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
は
、
新
た
に
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

◎
小
学
校
四
年
生
の
保
護
者
で
三
年
生
ま

で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方

　

手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
六
月
の
現
況

届
け
の
提
出
は
必
要
で
す
。

◎
今
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方

　

上
の
所
得
制
限
限
度
額
表
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
所
得
制
限
額
以
内
の
場
合
は
認
定

請
求
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
係

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

認
定
請
求
書
・
額
改
定
認
定
請
求
書
は

村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進
課
・

村
役
場
住
民
生
活
課
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

▼
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー

（
カ
ー
ド
式
の
保
険
証
の
場
合
は
保
護
者

の
も
の
を
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）

▼
振
込
口
座
の
通
帳
（
保
護
者
名
義
の
も

の
で
、
郵
便
局
以
外
）

▼
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

▼
こ
の
ほ
か
に
次
の
時
期
に
転
入
さ
れ
た

人
は
、
前
住
所
地
の
『
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
』
が
必
要
と
な
り
ま
す

・
平
成
十
七
年
一
月
一
日
以
降
平
成
十
七

年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
一
通
） 

・
平
成
十
八
年
一
月
一
日
以
降
平
成
十
七

年
度
お
よ
び
十
八
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書　
（
各
一
通
） 

平成 17年度
扶養親族等

の人数

国民年金の

加入者

厚生年金等

の加入者
０人 ３０１万円 ４６０万円
１人 ３３９万円 ４９８万円
２人 ３７７万円 ５３６万円
３人 ４１５万円 ５７４万円
４人 ４５３万円 ６１２万円
５人 ４９１万円 ６５０万円

平成 18年度
扶養親族等

の人数

国民年金の

加入者

厚生年金等

の加入者
０人 ４６０万円 ５３２万円
１人 ４９８万円 ５７０万円
２人 ５３６万円 ６０８万円
３人 ５７４万円 ６４６万円
４人 ６１２万円 ６８４万円
５人 ６５０万円 ７２２万円

※　所得が上記額以上の場合は児童手当を受けることができません。
※　４月～５月分までの手当については前々年度所得（平成 16 年中）
※　扶養人数は申告での人数、老人扶養親族がいる場合は老人扶養親族
　　１人につき６万円加算した額。

児童手当所得制限限度額表

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

拡
充
の
内
容

平成 18年４月１日から
　　　　　児童手当制度が拡充されました

申
請
に
必
要
な
も
の

（
注
意
事
項
）

　

今
回
の
改
正
に
伴
う
請
求
に
つ
い
て

は
、
平
成
十
八
年
九
月
二
十
九
日
ま
で
に

受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
四
月
一
日

（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
と
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
降
は
申
請
が
遅
れ
た
分
だ
け
受
給
開

始
月
も
遅
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。  

■
問
合
せ

健
康
推
進
課
地
域
福
祉
係

　

☎
２
５
│
３
９
１
０

◎
小
学
校
五
・
六
年
生
の
児
童
の
他
に
四

年
生
以
下
の
児
童
（
弟
・
妹
な
ど
）
が
い

て
現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
の
人

　

六
月
の
現
況
届
の
際
に
額
改
定
（
増

額
）
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

（
六
月
上
旬
に
通
知
し
ま
す
）。

平成 18 年３月 31 日まで 平成 18 年４月１日から

申
請
を
行
う
場
所

　

児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
た
だ
し
、
全
員
に
支
給
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
一
定
の
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
国
籍
で
な
く
と
も
、
外
国

人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
原
則
と
し

て
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

支
給
さ
れ
る
の
は
「
児
童
」
本
人
で
は

な
く
、
そ
の
児
童
を
「
養
育
・
監
護
し
て

い
る
方
」
で
、
一
般
的
に
は
父
母
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
所
得
限

度
額
の
判
断
は
「
世
帯
合
算
」
で
は
な
く
、

生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
の
所
得
額
に
基

づ
き
支
給
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
手
当
は
、
出
生
届
や
転
入
届
を

今
回
の
改
正
に
伴
う
申
請
手
続
き

◎
小
学
校
五
・
六
年
生
の
児
童
の
み
で
、

ほ
か
に
四
年
生
以
下
の
児
童
（
弟
・
妹
な

ど
）
が
い
な
い
方

　

窓
口
で
認
定
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
し
た
だ
け
で
は
支
給
さ
れ
ず
、
そ

れ
と
は
別
に
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
こ
の
申
請
手
続
き
を
取
ら
な

い
と
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

支
給
対
象
月
は
、
原
則
、
申
請
月
の

翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

支給対象年齢が拡大

小学校３年生
（９歳到達最初の年度末）

小学校６年生
（12 歳到達最初の年度末）
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<平成 17 年度河川水質検査結果表>
調査項目 基準値 阿武隈川 堀　川 谷津田川 真名子川 黒　川

pH
6.5 以上

8.5 以下

上流 7.1 No.1 7.4 No.1 7.1 上流 4.1 上流 7.5 
中流 7.4 No.2 7.4 No.2 7.4 下流 7.2 
下流 7.4 No.3 7.5 No.3 7.2 

DO
〔mg/ ℓ〕

7.5mg/ ℓ以上
上流 11 No.1 10.6 No.1 9.3 上流 10.5 上流 11.3 
中流 11.4 No.2 11.4 No.2 10.5 下流 10.4 
下流 11.2 No.3 11.6 No.3 7.5 

DO飽和率
〔％〕

上流 91 No.1 97 No.1 92 上流 98 上流 105
中流 102 No.2 102 No.2 103 下流 102 
下流 107 No.3 86 No.3 80 

BOD 2mg/ ℓ以下
上流 0.7 No.1 0.9 No.1 2 上流 0.8 上流 1.2 
中流 1 No.2 1.6 No.2 2.4 下流 1.6 
下流 1.4 No.3 2 No.3 11 

CODMn
〔mg/ ℓ〕

上流 0.8 No.1 1.2 No.1 2.4 上流 1.7 上流 1.8 
中流 1.2 No.2 2.4 No.2 3.5 下流 2.8 
下流 1.8 No.3 3.2 No.3 3.8 

ＳＳ
〔mg/ ℓ〕

25mg/ ℓ以下
上流 1.8 No.1 <1.0 No.1 7.2 上流 1.8 上流 1.8 
中流 2 No.2 5.5 No.2 8 下流 8.2 
下流 3.4 No.3 10 No.3 6.2 

大腸菌群数 (M)
〔MPN/100mℓ〕

1,000MPN/
100mℓ以下

上流 130 No.1 720 No.1 250,000 上流 410 上流 1,700 
中流 4,000 No.2 25,000 No.2 36,000 下流 6,200 
下流 3,100 No.3 6,700 No.3 42,000

全窒素
〔mg/ ℓ〕

上流 0.16 No.1 0.52 No.1 1.93 上流 0.28 上流 0.73 
中流 0.66 No.2 1.4 No.2 1.9 下流 0.46 
下流 0.58 No.3 1.24 No.3 14 

全リン
〔mg/ ℓ〕

上流 0.005 No.1 0.006 No.1 0.084 上流 0.014 上流 0.035 
中流 0.02 No.2 0.061 No.2 0.062 下流 0.038 
下流 0.02 No.3 0.064 No.3 0.165 

●調査地点

　

村
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
、
堀
川
、
谷
津
田
川
、
真
名
子
川
及
び
黒

川
の
水
質
汚
濁
の
現
状
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
河
川
の
水
質
保
全
を

図
る
た
め
、
平
成
十
七
年
（
五
月
、
八
月
、
十
一
月
）
及
び
平
成

十
八
年
（
二
月
）
の
計
四
回
の
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
そ

の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

・ｐＨ（水素イオン濃度）
　中性・アルカリ性・酸性を示す指標。
・ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　水中の有機物による汚濁状況を判断する指数。
・ＣＯＤ（科学的酸素要求量）
　被酸化性物質を酸化剤によって科学的に酸化
　した際に消費される酸素量を示す。
・ＳＳ（浮遊物質）
　水中に浮遊している粒径２ミリ以下の物質。
・大腸菌群数
　大腸菌とよく似た性質を持つ菌の総称で、特
　別の細菌がいるということではない。

示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
上
流
部
か

ら
下
流
部
の
図
示
谷
津
田
川
３
地
点

よ
り
急
激
な
濃
度
の
上
昇
が
み
ら
れ

る
。
全
窒
素
に
つ
い
て
は
、
下
流
部

で
大
幅
な
値
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
全

リ
ン
に
つ
い
て
も
高
い
値
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
上
流
部
、
中
流
部
で
は
年

間
平
均
値
で
基
準
値
を
下
回
っ
て
い

る
が
、
下
流
部
で
は
基
準
値
を
超
過

し
て
い
る
。
ま
た
最
下
流
部
測
定
し

た
健
康
項
目
に
つ
い
て
は
、
特
に
問

題
に
な
る
よ
う
な
項
目
は
な
か
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
谷
津
田

川
は
上
流
で
は
良
好
な
水
質
で
推
移

し
て
い
る
が
、
下
流
部
で
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ

や
全
窒
素
、
全
リ
ン
な
ど
が
著
し
く

高
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

●
真
名
子
川

　

ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は

低
い
値
を
示
し
て
お
り
、
全
窒
素
、

全
リ
ン
は
、
下
流
部
で
や
や
上
昇
し

て
い
る
。
ま
た
下
流
部
で
測
定
し
た

健
康
項
目
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
と

な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
経
年
変
化
を
見
る
と
、

上
流
部
に
お
い
て
わ
ず
か
に
濃
度
減

少
が
み
ら
れ
た
が
、
下
流
部
は
昨
年

度
よ
り
増
加
が
み
ら
れ
、生
活
排
水
、

工
場
排
水
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　
●
黒
川

　

ｐ
Ｈ
は
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
健

康
項
目
に
つ
い
て
も
特
に
問
題
と

な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。
黒
川
は
季

節
変
動
も
少
な
く
一
定
の
水
質
を
示

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
経
年
変
化
で
は
安
定

し
た
水
質
を
保
っ
て
い
る
。

●
阿
武
隈
川

　

ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
の
年

間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル
カ
リ
性
を
示

し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
の
値
は
上
流
部
か
ら
流
下
に

伴
い
濃
度
は
わ
ず
か
に
上
昇
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
全
窒
素
は
、
下
流
部

で
わ
ず
か
に
濃
度
が
低
下
し
て
い

る
。

　

ま
た
最
下
流
部
で
測
定
し
た
健
康

項
目
の
結
果
調
査
に
つ
い
て
は
、
特

に
問
題
と
な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

阿
武
隈
川
は
環
境
基
準
A
類
型
（
Ｂ

Ｏ
Ｄ
２
㎎
／
１
）
に
あ
て
は
め
ら
れ

て
い
る
水
域
で
あ
る
が
、
過
去
六
年

間
平
均
値
で
基
準
値
を
下
回
っ
て
い

る
。

●
堀
川

　

ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
微
弱
ア
ル

カ
リ
性
を
示
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
は
上

流
部
か
ら
流
下
に
伴
い
濃
度
が
わ
ず

か
に
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

全
窒
素
、
全
リ
ン
と
も
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と

同
様
に
流
下
に
伴
い
濃
度
が
上
昇
し

て
い
る
。
環
境
基
準
A
類
型
と
比
較

す
る
と
各
地
点
と
も
に
年
間
平
均
値

で
は
、
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
最
下
流
部
で
測
定
し
た
健
康

項
目
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
特

に
問
題
と
な
る
項
目
は
な
か
っ
た
。

　

堀
川
は
、
中
流
・
上
流
部
に
お
い

て
平
成
十
五
年
度
か
ら
徐
々
に
Ｂ
Ｏ

Ｄ
の
上
昇
が
見
ら
れ
て
い
る
。
下
流

部
に
お
い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
ま

で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
で
推
移
し
て

い
た
が
、
今
年
度
は
上
昇
が
み
ら
れ

た
。

●
谷
津
田
川

　

ｐ
Ｈ
の
年
間
平
均
値
は
上
流
部
よ

り
中
性
か
ら
微
弱
ア
ル
カ
リ
性
を

村
内
河
川
の
水
質
調
査
を
実
施

・ＤＯ（溶存酸素量）
　水中に溶けている酸素の量。
・全窒素
　水中に含まれる窒素量を示す。
・全リン
　水中に含まれるリン量を示す。

※生活環境の保全に関する環境基準（河川）、Ａ類型に該当するのは阿武隈川・黒川です。

＝ 

公
共
下
水
道 

＝

▼
熊
倉
字

折
口
原
、
風
吹
、
庭
渡
前
、
麦
田

の
一
部

▼
米
字

杉
山
前
、
向
山
、
中
山
前
の
一
部

▼
小
田
倉
字

小
田
倉
原
、
原
中
、
蛇
口
の
一
部

手
続
き
・
工
事
が
必
要
で
す

　

実
際
に
下
水
道
を
使
用
す
る
た

め
に
は
、
受
益
者
の
申
告
や
負
担

金
・
分
担
金
の
納
付
の
手
続
き
、

排
水
設
備
の
工
事
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

西
郷
村
は
、
旧
国
土
庁
（
現
国

土
交
通
省
）
の
「
水
の
郷
百
選
」

に
選
ば
れ
た
「
阿
武
隈
川
の
源
流

の
郷
」
で
す
。
自
然
を
大
切
に

守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
一
日
も

早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。　

～「源流の郷・きれいな川も一滴の水から」～

下水道処理区域が拡大されました

新
た
に
使
用
で
き
る
区
域

◉下水道に関するお問い合わせは

■問い合わせ　下水道課業務係
　　　　　　　　☎２５－２９１２

　　　　　　　　�gesui@vill.nishigo.fukushima.jp

・受益者負担金について　　　・下水道の使用量について
・排水設備工事について　　　・その他下水道に関すること
・水洗トイレ改造資金の助成制度及び融資あっせん制度について

【DATA】

平成 18 年４月１日供用開始区域

公共下水道事業
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　５月５日、古来は端午の節句といわれ男の子の健全な成長
を祝う日でしたが、１９４８年「こどもの日」となり子ども
の幸福をはかるとともに母に感謝する日です。菖蒲湯に入り
柏餅を食べる風習があります。皆さんは、どのように過ごし
ましたか。

　西郷村新生活運動推進協議会の平成１８年度

総会が、西郷村文化センターにおいて開催され

ました。実践目標として、「ポイ捨てをなくし、

ごみのない村。」「あいさつ運動推進の村。」「交

通ルールを守り、事故のない村。」「花いっぱい

運動推進の村。」「健康いっぱいの村。」「安心・

安全の村。」「もったいない運動推進の村。」が

決議されました。

　白河小峰ライオンズクラブより羽太小学校に

「二宮金次郎」の石像が贈られました。現在あ

まり見ることができなくなりましたが、貧しく

ても勉学に励んだ姿をぜひ子どもたちにと贈ら

れました。児童代表の鈴木紀之君、村長、教育

長、白河小峰ライオンズクラブの会長、羽太小

ＰＴＡ会長により除幕式が行われ、六年生の鈴

木友梨さんが感謝のことばを述べました。

　白河市合併記念・第４回白河東地区体育協会長

杯中学女子ソフトボール大会が白河市東の東風の

台総合運動公園で開かれ、西郷一中が見事優勝し

ました。県南地区を中心に１２チームが出場し、

最優秀選手賞に西郷一中３年の高野真奈美さん

（右）、優秀選手賞に同じく西郷一中３年の田浦愛

（左）さんが選ばれました。

　白河警察署管内には、子ども見守り隊が２３団

体あり、いつも子どもの安全を見守っています。

その２３団体に対し、白河警察署長から各見守り

隊に対し、団体の名入りジャンパー交付式が行わ

れました。西郷村子どもの安全見守り隊の会長で

ある陳野定男さんに白河警察署長より黄色のジャ

ンパーが交付され早速、着用しました。みなさん

これからもよろしくお願いします。

　みずほ保育園において、みずほ保育園児とまきば保育園児の合同「幼年消防クラブ入団式」が行

われました。子どもたちは、西郷村教育長、白河広域市町村圏白河消防本部署長、西郷消防分署長、

西郷村消防団長の前で火遊びは絶対しません」と大きな声で誓いました。
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シリーズ⑭─
「第２回観桜健康　　　
　　　　ウォーキング」

　

羽
太
小
学
校
よ
り
南
へ
行
き
、
真
名
子
川
を
渡
り
、
中

羽
太
の
集
落
西
側
の
山
中
に
庭
渡
神
社
が
あ
り
ま
す
。『
白

河
風
土
記
』
に
よ
る
と
昔
、
小
館
山
館
と
い
う
お
城
の
城

主
で
あ
っ
た
安
良
勘
解
由
と
い
う
人
が
庭
渡
山
と
い
う
所

に
大
日
如
来
を
安
置
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
石
の
玉
が
二

つ
現
れ
、中
羽
太
の
方
に
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、

ニ
ワ
ト
リ
が
け
た
た
ま
し
く
鳴
き
、
中
羽
太
の
人
々
が
こ

れ
を
不
思
議
に
感
じ
、
飛
ん
で
き
た
二
つ
の
玉
を
ご
神
体

と
し
て
崇
め
、
庭
渡
大
権
現
と
し
て
祀
り
、
中
羽
太
の
氏

神
と
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
集
落
内
に
何
か
変

わ
っ
た
こ
と
が
起
こ
る
と
社
に
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
き
声
が
し

た
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

庭
渡
神
社
は
県
内
を
始
め
と
す
る
南
東
北
地
方
や
栃

木
、
茨
城
県
に
広
く
分
布
す
る
神
社
で
、
二
輪
足
と
も
い

い
、
白
河
市
内
に
も
十
ヶ
所
あ
り
ま
す
。『
西
郷
地
方
の

民
俗
』
に
よ
れ
ば
、
庭
渡
神
社
を
ニ
ワ
ト
リ
様
と
呼
び
、

鳴
き
声
の
連
想
か
ら
咳
の
神
さ
ま
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
、

百
日
咳
の
時
は
神
社
に
願
を
か
け
、
麻
を
借
り
て
き
て
首

に
巻
く
と
治
る
と
い
い
、
全
快
す
れ
ば
倍
返
し
し
、
ニ
ワ

ト
リ
の
絵
馬
を
奉
納
す
る
と
あ
り
ま
す
。
現
在
も
社
殿
内

部
に
は
ニ
ワ
ト
リ
の
絵
が
描
か
れ
た
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
回
は
神
社
を
建
立
し
た
安
良
勘
解
由
に
つ
い

て
、
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■問合せ──
　健康推進課　☎ 25-1115

　　� suishin@vill.nishigo.fukushima.jp

　西郷村では、健康ウォーキング事業により多

くの村民の皆様にご参加いただくことにより健

康な村づくりを積極的に進めております。

　西郷村保健福祉センターを起点として、毎月

第１、３金曜日に平日のウォーキングを実施い

たします。季節を捉え、西郷村や近隣市町村の

風光や文化を巡る楽しい機会にしたいと考えま

すので皆様のご参加をお待ちしております。

　村では、西郷村シンボルスポーツとして、村民の健康維持・増進

を図る目的で、多くの事業を展開しております。

　また、今回は事業の一つであります「第２回観桜健康ウォーキン

グ大会」が４月 23 日に開催されました。

　県南最大級の桜の名所とも言われております「太陽の国」を中心

に約300人の参加者が五分咲きとなった桜並木の下、2.1㎞、3.5㎞、

7.5 ㎞の各コースをゆっくりと歩きさわやかな汗を流しました。

①平成 18 年５月から毎週第１と第３金曜日に実施します。
②スタート・ゴールは、西郷村保健福祉センター
③スタート前に準備体操、ゴール時に整理体操を行う。
④毎回 10 時集合
⑤コースは前週に参加者で話し合って決めます。
⑥昼食と飲み物はご自分でご用意下さい。
⑦参加費は、障害保険料（年間 1,500 円）及び毎回の必要経費。
⑧疑問点はその都度話し合いで決めます。

回 月日 曜日 回 月日 曜日
１ 6月 2日 金 11 11 月 3日 金
２ 6月 16日 金 12 11 月 17 日 金
３ 7月 7日 金 13 12 月 1日 金
４ 7月 21日 金 14 12 月 15 日 金
５ 8月 4日 金 15 1 月 5日 金
６ 8月 18日 金 16 1 月 19日 金
７ 9月 1日 金 17 2 月 2日 金
８ 9月 15日 金 18 2 月 16日 金
９ 10月 6日 金 19 3 月 2日 金
10 10 月 20 日 金 20 3 月 16日 金

２．実施要領

１．日程／げんきいきいき西郷健康ウォーキング

　　
「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」
を
作
る
と
、
簡
単
に
図
書
の
貸
し
出
し
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
央
公
民
館
窓
口
に
、
お
名
前
と
住
所

の
確
認
を
で
き
る
も
の
（
小
・
中
学
生
は
名
札
な
ど
）
を
お
持
ち
に

な
り
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
そ
の
場
で
発
行
い
た
し
ま
す
。
村
民
の

み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

○
休
館
日　

日
曜
日
（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

　
　
　
　
　
　

年
末
年
始
・
特
別
整
理
期
間

　

○
利
用
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　

○
貸
出
期
間
・
冊
数　

二
週
間
・
四
冊
ま
で

※
「
来
ぶ
ら
り
」
は
ぶ
ら
り
と
来
て
も
ら
え
る
図
書
室
を
め
ざ
し
名

付
け
ま
し
た
。

西郷村中央公民館図書室だより

　ら　い

これが図書利用カードです！
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地域にまちづくりの花を咲かせましょう。種まき人「花咲爺」全国から白河に集結。

●開催日／６月２日㈮・３日㈯・４日㈰

●会　場／福島県白河市表郷
「白河　関の里」

第 19 回花咲爺の集い
in うつくしま白河実行委員会事務局

白河市表郷庁舎 総務課

■問合せ先

☎０２４８－３２－２１１１
�http://www.hana-shirakawa.vis.ne.jp

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
第
１
回
）

　

在
宅
で
生
活
す
る
寝
た
き
り
等
の
高
齢

者
の
方
や
、
身
体
障
が
い
者
の
方
の
寝
具

類
の
衛
生
向
上
を
図
り
、
居
宅
生
活
で
の

就
寝
の
快
適
化
と
健
康
保
持
の
促
進
を
目

的
と
し
、
年
２
回
（
７
月
中
旬
、
２
月
頃

予
定
）
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
に
は
料
金
の
一
部

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
方

　

西
郷
村
に
住
所
が
あ
り
、
居
宅
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
、
40
歳
以
上
の
重

度
身
体
障
が
い
者
の
方
（
障
が
い
程
度
が

１
、２
級
）
で
あ
っ
て
、
次
の
一
つ
に
該

当
し
、
家
庭
に
お
い
て
は
寝
具
類
の
洗
濯

乾
燥
が
困
難
な
方
。

⑴
高
齢
者
の
方

　

・
要
介
護
３
以
上
に
認
定
さ
れ
た
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

・
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

の
方
。

⑵
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方

　

・
寝
た
き
り
の
重
度
身
体
障
が
い
者
等

の
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世
帯

が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場
合
や

同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん
で
い
る

場
合
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

・
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
重
度

身
体
障
が
い
者
の
方
。

●
対
象
と
な
る
寝
具
及
び
利
用
予
定
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
表
参
照
）

　

・
寝
具
の
区
分
ご
と
に
各
２
枚
ま
で
と

　
　

し
、
合
計
３
枚
ま
で
を
限
度
と
し
ま

　
　

す
。

　

・
健
康
布
団
、
特
種
布
団
類
、
パ
ジ
ャ

マ
類
は
対
象
外
で
す
。

　

・
対
象
寝
具
以
外
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

●歯科医　休日当番日
  6. 4 三 森 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2401
  6.11 本 柳 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-5030
  6.18 山 本 歯 科 医 院（白河市）☎ 24-2888
  6.25 よしなり歯科医院（白河市）☎ 24-3020

●今月の納税

村 県 民 税（全　期・１　期）

6 月 30 日（金）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

い
て
は
、
三
ペ
ー
ジ
の
限
度
額
表
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
児
童
手
当
を
現
在
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
健
康
推
進
課
よ
り
現
況
届
を

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
６
月
中
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
し
な
い
場
合
は
、
支
給
停
止
に

な
り
ま
す
。

　

必
要
書
類

○
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
の
コ
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
護
者
）

○
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

　

ま
た
、
今
年
１
月
１
日
現
在
で
西
郷
村

に
住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、
そ
の
と
き
住

所
の
あ
っ
た
市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
る
児

童
手
当
用
所
得
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
※
な
お
、
西
郷
村
か
ら
転
出
す
る
と

き
は
継
続
し
て
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う

転
出
先
で
も
忘
れ
ず
に
児
童
手
当
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
地
域
福
祉
係
）

歯
の
衛
生
週
間

　

村
で
は
例
年
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
歯
の
衛

生
週
間
（
６
月
４
日
〜
10
日
）
に
む
し
歯

の
な
い
子
の
表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
者　

　

①
村
内
の
小
・
中
学
生

　

②
村
内
の
保
育
園
及
び
幼
稚
園
に
通
園

　
　

し
て
い
る
年
長
、
年
中
児
（
平
成
12

　
　

年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日

　
　

生
ま
れ
）

●
選
定
基
準

　

①
平
成
18
年
度
前
期
歯
科
検
診
の
結
果
、

　
　

乳
歯
及
び
永
久
歯
に
む
し
歯
が
無
か

　
　

っ
た
者
で
、
学
校
長
、
保
育
園
長
及

　
　

び
幼
稚
園
長
よ
り
推
薦
さ
れ
た
者
。

　

②
む
し
歯
処
理
済
み
の
者
は
除
く

　

③
サ
ホ
ラ
イ
ド
塗
布
、
シ
ー
ラ
ン
ト　

　
　
（
予
防
填
塞
）
の
者
は
除
く

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
保
健
係
）

障
が
い
者
相
談
員
の
紹
介

　

平
成
18
年
度
、
福
島
県
で
は
、
西
郷

村
を
担
当
す
る
障
が
い
者
相
談
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
け
で
次
の
方
を
委
嘱
い

た
し
ま
し
た
。

【
身
体
障
が
い
者
相
談
員
】

　

小
林
保
弘

　

西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
豊
城
66

　

☎
２
５
｜
２
３
４
７

【
知
的
障
が
い
者
相
談
員
】

　

久
保
田
英
治

　

西
郷
村
大
字
鶴
生
字
由
井
ヶ
原
66

　

☎
２
５
｜
３
４
４
５
　

※
な
お
、
障
が
い
者
相
談
員
は
、
電
話
や

訪
問
に
よ
り
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
福
祉
係
）

県
南
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

に
つ
い
て

　

福
島
県
で
は
、
現
在
、
下
水
道
排
水
区

域
を
拡
大
す
る
た
め
、
県
南
都
市
計
画
下

水
道
の
変
更
に
つ
い
て
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
都
市

計
画
原
案
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
、
次
に

よ
り
公
聴
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時

　

７
月
18
日
㈫　

13
時
30
分
〜　

●
場
所　

白
河
合
同
庁
舎　

大
会
議
室

●
公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
素
案
の
縦
覧

　

６
月
16
日
㈮
〜
６
月
30
日
㈮

　
（
土
日
を
除
く
）　

８
時
30
分
〜
17
時

●
縦
覧
場
所　

西
郷
村
役
場
下
水
道
課
、

白
河
市
役
所
都
市
計
画
課
、
県
南
建
設
事

務
所
企
画
調
査
グ
ル
ー
プ
、
県
庁
都
市
領

域
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ

※
１
回
目
は
７
月
19
日
㈬
で
す
。

●
申
込
み

　

健
康
推
進
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
し

　

て
、
６
月
30
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
福
祉
係
）

児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

　

６
月
は
児
童
手
当
現
況
届
を
提
出
す
る

時
期
で
す
。
児
童
手
当
の
支
給
要
件
で
あ

る
「
前
年
度
の
所
得
」
は
少
な
か
ら
ず
変

動
が
あ
る
も
の
で
す
。（
所
得
制
限
に
つ

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  6. 4 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  6.11 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  6.18 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  6.25 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

●内科医　休日当番日（白河地区）
  6. 4 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  6.11 野村貫成堂クリニック（白河市）☎ 23-3071
  6.18 ニューロクリニック（西郷村）☎ 24-4111
  6.25 よこむら整形外科クリニック（白河市）☎ 21-1455

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）
包括支援センター・在宅介護支援センター

別表）対象となる寝具及び利用予定金額

区　　分 種　　類 金額（予定）

掛 布 団 類
綿 布 団 220 円前後
羊 毛 布 団 300 円前後
羽 毛 布 団 400 円前後

敷 布 団 類
綿 布 団 220 円前後
羊 毛 布 団 300 円前後
羽 毛 布 団 400 円前後

毛 布 類
綿 毛 布 50 円前後
羊 毛 毛 布 120 円前後
二 重 毛 布 130 円前後

寝 巻 類 丹 前 120 円前後

※金額については、変わる場合がありますので、
ご注意ください。
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西
郷
村
職
員
採
用
候
補
者
試
験

●
採
用
職
種

　

①
一
般
行
政
職
（
大
卒
程
度
）

　

②
保
健
師

●
採
用
予
定　

若
干
名

●
受
験
資
格　

　

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学

　

歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）

　

②
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
（
学

　

歴
は
問
い
ま
せ
ん
。）
で
あ
っ
て
保

　

健
師
免
許
を
有
す
る
者
又
は
平
成
19

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
保
健
師
免
許
を

　

取
得
す
る
見
込
み
で
あ
る
者

※
行
政
職
、
保
健
師
と
も
に
日
本
国
籍
を

有
し
な
い
場
合
や
禁
こ
以
上
の
刑
の
執

行
が
終
わ
ら
な
い
場
合
な
ど
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

●
申
込
期
間　

６
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

　
（
た
だ
し
、
受
験
申
込
書
の
請
求
は
６

　

月
21
日
ま
で
で
す
。
郵
送
の
場
合
は
６

　

月
21
日
消
印
有
効
）

●
申
込
場
所　

西
郷
村
役
場　

総
務
課

●
申
込
方
法　

　

・
持
参　

受
験
者
本
人
以
外
で
も
受
け

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
委
員
会
で
は
、
一
緒

に
活
動
し
て
く
だ
さ
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
島
根
県
・

宮
崎
県
青
年
と
の
交
流
事
業
や
郷
の
風
音

楽
会
、
異
文
化
体
験
交
流
事
業
、
人
形
劇
、

自
然
観
察
会
等
の
た
く
さ
ん
の
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

●
募
集
対
象
者　

18
歳
以
上
の
村
民
又
は

　

村
に
お
勤
め
の
方

■
問
合
せ　

　

青
少
年
交
流
推
進
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
生
涯
学
習
課
内
）

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の
夏

休
み
海
外
派
遣

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
12
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を

通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深

め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
詳
細
・
問
合
せ
・
資
料
請
求

　

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３
｜
３
３
５
９
｜
８
４
２
１

　

℻
０
３
｜
３
３
５
４
｜
２
２
０
７

　

�info@
kskk.or.jp

　

�http://w
w
w
.kskk.or.jp

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
を
し
ま
す

の
で
、
入
居
希
望
者
は
条
件
等
を
確
認
の

う
え
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

●
募
集
期
間　

６
月
１
日
㈭
〜
６
月
15
日
㈭

●
入
居
抽
選
日　

６
月
20
日
㈫
10
時

●
募
集
団
地　

　

西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
岩
下
75―

１

　

村
営
岩
下
団
地

　

一
戸
３
部
屋
（
６
畳
２
間
・
4.5
畳
）

■
問
合
せ　

建
設
課
（
管
理
係
）

ふ
く
し
ま
駅
伝
西
郷
村
チ
ー
ム

候
補
選
手
募
集

　

11
月
19
日
㈰
第
18
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
西
郷
村
の
代
表
選

手
と
し
て
、
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
選
手

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
練
習
会
・
記
録
会

等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）

青
少
年
交
流
推
進
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
募
集

　

自
分
た
ち
で
コ
ン
サ
ー
ト
や
異
文
化
体

験
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
実
施

　
　

付
け
ま
す
。

　

・
郵
送　

６
月
21
日
消
印
有
効
。
宛
名

　
　

を
書
い
た
返
送
用
封
筒
（
１
２
０
円

　
　

切
手
を
は
っ
た
Ａ
列
４
版
の
も
の
）

　
　

を
同
封
し
、
事
前
に
書
類
を
請
求
し

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

・
福
島
県
市
町
村
共
同
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

　
　

ア
ド
レ
スhttp://e-m

adoguchi.jp/

　
　

か
ら
入
り
、
西
郷
村
の
申
請
ペ
ー
ジ

　
　

か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

　
　

し
、
シ
ス
テ
ム
登
録
後
、
Ｉ
Ｄ
及
び

　
　

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
採
用
試
験
（
第
１
次
試
験
）

　

・
期
日　

７
月
23
日
㈰

　

・
場
所　

福
島
大
学

　

・
科
目　

　
　

①
教
養
試
験
（
大
卒
程
度
）
等

　
　

②
教
養
試
験
（
短
大
卒
程
度
）
等

■
資
料
請
求
・
問
合
せ　

総
務
課

福
島
県
警
察
官

●
採
用
予
定
人
数

　

①
警
察
官
Ａ
（
大
卒
）　

　

②
警
察
官
Ｂ
（
大
卒
以
外
）

　

①
②
共
に
男
性
約
45
名　

女
性
約
５
名

●
受
付
期
間

　

①
５
月
22
日
㈬
〜
６
月
２
日
㈮

　

②
７
月
31
日
㈪
〜
８
月
11
日
㈮

●
一
次
試
験

来
春
新
規
学
校
卒
業
予
定
者

求
人
申
込
説
明
会

●
日
時　

６
月
12
日
㈪　

14
時
よ
り

●
場
所　

白
河
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

●
対
象
事
業
所　

平
成
19
年
３
月
新
規
学

　

校
卒
業
予
定
者
（
大
卒
等
を
含
む
）
を

　

採
用
予
定
の
事
業
所

■
問
合
せ　

白
河
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
２
４
｜
１
２
５
６

健
康
料
理
教
室

●
内
容　
《
調
理
実
習
》

　

▽
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
事
の

　
　

工
夫

　

▽
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
の
葉
の
効
果

●
日
時　

６
月
28
日
㈬
・
29
日
㈭

　

受
付
時
間　

９
時
45
分
〜
10
時　
　

●
場
所　

　

西
郷
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

多
目
的
研
修
室
・
調
理
室

●
定
員　

各
日
定
員
20
名

●
締
切　

６
月
21
日
㈬　

※
各
日
先
着
順

●
参
加
費　

調
理
材
料
費　

２
０
０
円

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課　
（
保
健
係
）

●
公
述
人
の
申
し
出

　

都
市
計
画
素
案
に
対
し
て
ご
意
見
の
あ

る
方
は
、
公
述
人
（
公
聴
会
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
る
人
）
と
し
て
、
７
月
11
日

㈪
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
書
面
に
よ
り
、
公
述
の
申
し
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日　

②
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
理
由　

③
意
見
の
要
旨

●
公
述
人
の
資
格

　

公
述
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
県

南
都
市
計
画
区
域
内
の
住
民
に
限
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

下
水
道
課

　

県
南
建
設
事
務
所
企
画
調
査
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
３
｜
１
６
１
７

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
不
審
文
書
（
ハ
ガ
キ
）
ご
注
意
を
】

　

白
河
税
務
署
で
は
、
管
内
に
お
い
て
、

税
務
署
と
関
係
の
あ
る
よ
う
な
名
称
を

名
乗
る
団
体
に
よ
る
不
審
文
書
（
ハ
ガ

キ
）
が
出
回
っ
て
い
る
こ
と
で
、
納
税

者
の
皆
様
に
細
心
の
注
意
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　

不
審
文
書
の
差
出
人
は
「
財
団
法
人

日
本
税
務
管
理
局
」、「
民
事
執
行
管
理

セ
ン
タ
ー
」、「
法
務
省
」
な
ど
で
あ
り
、

文
書
名
は
「
消
費
料
金
未
納
分
最
終
通

告
書
」
な
ど
で
す
。

　

白
河
税
務
署
で
は
、
税
務
署
と
は
一

切
関
係
の
な
い
団
体
で
あ
り
、
税
務
署

で
承
知
し
て
い
る
関
係
機
関
で
も
な
い

こ
と
か
ら
、
不
審
文
書
が
届
い
た
と
き

に
は
、
記
載
さ
れ
た
電
話
に
連
絡
せ
ず
、

最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
相

談
す
る
よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
実
施
期
間　

７
月
１
日
〜
12
月
31
日

●
実
施
要
領

　

３
人
１
組
で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

無
事
故
無
違
反
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
参

加
し
た
チ
ー
ム
に
は
記
念
品
、
さ
ら

に
達
成
し
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選

で
特
別
賞
（
30
万
円
相
当
の
旅
行
券

他
300
本
以
上
）
を
贈
呈
。

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
、５
０
０
円

●
申
込
み　

所
定
の
参
加
申
込
書
と
郵

便
小
為
替
を
福
島
県
交
通
安
全
協
会

に
郵
送
す
る
か
、
白
河
地
区
交
通
安

全
協
会
窓
口
に
現
金
を
添
え
て
申
し

込
み
ま
す
。（
申
込
書
は
、
右
記
の
場

所
の
他
、
役
場
窓
口
に
も
備
え
て
あ

り
ま
す
。）

●
募
集
期
間　

６
月
30
日
ま
で

■
問
合
せ　

白
河
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
２
７
│
２
１
７
７

電
波
利
用
保
護
旬
間６

月
１
日
〜
10
日

　

ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会

を
支
え
ま
す
。

　

電
波
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
電
波
の
混
信
・
妨
害
の
問
い
合
せ

　

総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口

　

☎
０
２
２
｜
２
２
１
｜
０
６
４
１

ま
ほ
ろ
ん
６
月
の
お
知
ら
せ

●
イ
ベ
ン
ト　

　

６
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　

古
代
の
炭
づ
く
り

●
館
長
講
演
会

　

６
月
24
日
㈯　

　

第
三
回
「
弥
生
文
化
、　

古
墳
文
化
」

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

ま
ほ
ろ
ん

　
（
福
島
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
）

　

☎
２
１
｜
０
７
０
０　

デンパ君



広報にしごうNo.426 　

　

①
７
月
９
日
㈰　

②
９
月
17
日
㈰

※
受
験
資
格
・
詳
し
い
試
験
内
容
等
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

福
島
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
７
５
９
０

　

福
島
県
警
察
本
部
警
務
教
養
課

　

☎
０
２
４
│
５
２
２
│
２
１
５
１

　

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
│
２
７
｜
６
３
１
４　

     

　

福
島
県
内
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

　

�http://w
w
w
.pref.fukushim

a.jp

自
衛
官
（
男
子
・
中
途
採
用
）

●
募
集
人
数　

　

数
十
名
（
２
等
陸
・
海
・
空
士
）

●
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
募
集
締
切　

６
月
９
日
㈮

●
試
験
日　

６
月
11
日
㈰

●
試
験
内
容　

筆
記
試
験
等

■
問
合
せ　

役
場
窓
口

　

自
衛
隊
福
島
地
方
連
絡
部
白
河
募
集
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
吉
田　

浩
さ
ん　
　
　
　
【
小
田
倉
】

　
（
５
月
９
日
、
故
吉
田
清
一
氏
の
遺
志

　

に
よ
る
福
祉
事
業
の
た
め
に
）　
　

一
〇
、〇
〇
〇
円

No. テ　ー　マ
1 村の財政の現状と課題について
2 私たちの暮らしと税金
3 ごみのリサイクルと減量について
4 介護保険制度について
5 生活習慣病予防と健康づくり
6 村の商工業や観光
7 村の農林業について
8 村の都市計画について
9 情報公開・個人情報公開制度とは
10 暮らしと下水道
11 水道水ができるまで
12 村の教育の取り組み状況及びこれからの教育の方向
13 生涯学習、スポーツについて
14 その他、上記以外で聞いてみたいこと

●●● 村長とのミーティング ●●●
　村民との対話を基本とした村づくりを進めるため、直接
村長と意見交換を行うことを目的に開催します。

●対象　村内に在住・在勤・在学しているおおむね 10人
以上の団体及びグループです。

●内容　村政に関することでしたらなんでも結構です。
●開催時間　10時～ 21時までの間

（原則として 90分程度）

●申込み方法　ミーティングを希望する団体等の代表者の
方は、実施希望日を明記の上企画調整課へお申し込み下

さい。

　なお、業務の都合等により、日程等についてご希望に

そえない場合がありますのでご了承ください。

※インターネットから申込書がダウンロードできます。

　　�http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/

●その他　ミーティングとしての内容に関する質疑や意見
交換はかまいませんが、陳情や要望を扱う場ではありま

せんので、ご配慮をお願いします。

※次の場合、お断りする場合があります。

・政治・宗教・営利を目的とした催し等を行う恐れがあ

るとき。

・公の秩序を乱し、または、善良な風俗を阻害する恐れ

があるとき。

・ミーティングの目的に反していると認められるとき。

●参考メニュー

※これらにとらわれることなく、皆さんの自由なテーマで

ミーティングを実施します。

●問合せ　企画調整課

│
│
◇
│
│
◇
│
│
◇
│
│
◇
│
│

●
お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
16
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
・
人

権
擁
護
委
員
」
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

真　

船　

哲　

郎



　Ｈ１８．　６．　１

日 月 火 水 木 金 土
１
6 ～ 7 ヶ月児健康
相談（9:30 保健福
祉センター）　赤
ちゃんの子育て講
座（13:30 ～保健
福祉センター）米
小交通安全鼓笛パ
レード（10:30 米
学区一帯）

２ ３

４
夏山遭難救助訓練
（8:00 甲子連峰一
帯）歯の衛生週間
（～ 10日）

５ ６
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）交通
安全鼓笛パレード
（10:00 熊 倉 小 学
校）

７
男性のための料理
教室（10:00 高齢
者生活支援センタ
ー）

８
3 歳 児 健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

９
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
センター）

10

11
第 29 回西郷村消
防操法競技大会
（9:00 熊倉小校庭）

12
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）

13
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）少年少女
バレーボール教室
（19:00 村 民 体 育
館）

14
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）

15 16 17
健 康 体 操 教 室
（10:00 文化センタ
ー）

18 19
生命の貯蓄体操
（13:30 保健福祉セ
ンター）

20
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

21
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 歳
児 13:45 保健福祉
センター）

22 23
1 歳 6 ヶ月児健康
診査（13:00 保健
福祉センター）西
郷村総合美術展
（9:00 文化センタ
ー ～ 25 日）

24

25 26
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
心配ごと特別相談
会（13:10 高齢者
センター）

27
少年少女バレーボ
ール教室（19:00
村民体育館）

28
健 康 料 理 教 室
（9:45 保健福祉セ
ンター）

29
健 康 料 理 教 室
（9:45 保健福祉セ
ンター）

30
配 食 サ ー ビ ス
（8:30 保健福祉セ
ンター）

2004 年６月
M行事
レカ ンダー

●今月の顔────
寿学級　　（５／１７）

に来ていた生徒さんたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・6/2   リゾートトラストレディス　（グランディ那須白河）
・6/4   あそびの学校「小石に描くペーパーウェイト」　　
　　（ジャスコ白河西郷店　13:30）

・6/4    上羽太天道念仏踊り　（上羽太公民館前　13:00）
・6/11　月釜茶会　（南湖公園翠楽園　10:00）

・6/17    ラテンジャズ （サウンドカフェたんぽぽ　19:00）
・6/18　柿渋展　（ゆう工房　10:00）
・6/25    第 13 回イングチャリティーコンサート　（白河市
民会館　13:00）

・6/29　特別寺子屋「インド民俗楽器シタール演奏会」　
　　（大統寺　18:00）



ぼ
く
ら
の
歩
く
こ
の
道
は

だ
れ
も
通
っ
た
こ
と
の
な
い

　

ぼ
く
ら
だ
け
の
道
な
の
で
す

そ
の
道
が
ど
ん
な
に
つ
ら
い
坂
道
だ
っ
て

　

ぼ
く
ら
は
ま
っ
す
ぐ
歩
き
ま
す

　
　

い
つ
か
何
か
が
見
え
る
か
ら

　
　

い
つ
か
あ
い
つ
に
出
逢
え
る
か
ら

自
分
の
影
を
ふ
ま
ぬ
よ
う
太
陽
に
向
か
っ
て

走
り
ま
す

美
術
科
の
佐
久
間
先
生
か
ら
一
言

国
語
科
の
小
野　

聡
先
生
か
ら
一
言 

国
語
科
の
小
林
慎
司
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（5月 1日現在）人口 19,557 人（前月比 +76）男 9,860 人（+37）女 9,697 人（+39）世帯数 6,232 戸（+58）

　

想
像
上
の
動
物
が
太
陽
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う

に
近
づ
い
て
い
く
不
思
議
な
世
界
を
鉛
筆
の
濃
淡

と
タ
ッ
チ
を
工
夫
し
な
が
ら
表
現
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
歩
ん
で
行
く
道
を
、
未
来
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め
て
進
ん
で
行
こ

う
と
す
る
決
意
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
最
初
の
作
品
で
す
。「
大
」

は
払
い
が
伸
び
伸
び
と
書
か
れ
「
地
」
は
折
れ
や

曲
が
り
が
丁
寧
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
字
に
な
り
ま

し
た
。

古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

図
画

詩

書

西
郷
第
一
中
学
校
三
年

　
　
　

大　

塚　

若　

奈

西
郷
第
一
中
学
校
三
年

　
　
　

鳥
居
竜
次
朗

西
郷
第
一
中
学
校
一
年

　
　
　

増
子
沙
也
夏

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp
古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


